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知育・徳育・体育・食育のバランスの
とれた教育活動を展開している

ブロック塀を点検しましょうブロック塀を点検しましょう

ブロック塀の点検のチェックポイント

　平成30年6月18日に発生した大阪府北部の地震では、ブロック塀の倒壊による死亡事故
がありました。国土交通省において、ブロック塀の安全対策のためのチェックポイントを作
成しましたので、塀の所有者の方はこれを参考に、ブロック塀の安全点検に取り組むように
お願いします。

点検の結果、危険性が確認された場合は、建築士や専門業者に相談し、速やかに付近通行
者への注意表示、補修、撤去等の対応をお願いします。
　また、避難路に面した危険性のあるブロック塀の撤去等については、補助制度があります。
詳しくは都市整備課　建築係（☎880-6558）まで

　ブロック塀について、以下の項目を点検し、ひとつでも不適合があれば危険なので改善しましょう。
　まず外観で１～5をチェックし、ひとつでも不適合がある場合や分からないことがあれば、専門家に相談
しましょう。

□ １．塀は高すぎないか
　　　・塀の高さは地盤から 2.2ｍ以下か。

□ ２．塀の厚さは十分か
　　　・塀の厚さは 10cm 以上か。
　　　 （塀の高さが 2ｍ超 2.2ｍ以下の場

合は 15cm 以上）

□ ３．控え壁はあるか。 （塀の高さが 1.2ｍ
超の場合）

　　　・塀の長さ 3.4ｍ以下ごとに、塀の
高さの 1/5 以上

　　　　突出した控え壁があるか。

□ ４．基礎があるか
　　　・コンクリートの基礎があるか。

□ ５．塀は健全か
　　　・塀に傾き、ひび割れはないか。

□ ６．塀に鉄筋は入っているか
　　　＜専門家に相談しましょう＞
　　　・塀の中に直径９ mm 以上の鉄筋

が、縦横とも 80cm 間隔以下で配
筋されており、縦筋は壁頂部およ
び基礎の横筋に、 横筋は縦筋にそ
れぞれかぎ掛けされているか。

　　　・基礎の根入れ深さは 30cm 以上か。
　　　   （塀の高さが 1.2ｍ超の場合）

出典 ： パンフレット「地震からわが家を守ろう」　日本建築防災協会　
2013．1 より一部改

組積造 （れんが造、石造、鉄筋のないブロック造） の塀の場合
□ １．塀の高さは地盤から1.2ｍ以下か。
□ ２．塀の厚さは十分か。
□ ３．塀の長さ４ｍ以下ごとに、塀の厚さの1.5倍以上突出し

た控え壁があるか。
□ ４．基礎があるか。　　
□ ５．塀に傾き、ひび割れはないか。
□ ６．基礎の根入れ深さは20cm以上か。
　　　　＜専門家に相談しましょう＞
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☆大規模災害に至らない風水害などの場合は、「り災届出証明」を発行します。
☆災害対策基本法以外でのり災に関する証明の発行については、
　用途・目的、対象物（施設・設備などの種類）により、お問い合わせ先（担当課）
　が変わってきます。

　まずは、証明の提出を求めている依頼元によくご相談ください。
　自然災害により、家屋に被害が出た場合の保険金請求や共済金請求に
は、市の発行する「り災証明」や「り災届出証明」を必要としないことが多いた
め、ご加入の保険・共済に確認してください。

☆り災証明発行対象は住家です。　住家：現実に居住のため使用している建物

住家ですか？

災害発生

災害救助法や被害者生活再建支援法などが
適用される大規模な災害ですか？

市に問合せ：
危機管理課（880-6575）

発行：税務課（880-6554）

り災に関する証明書が
必要ですか？

被害調査
・判定

り災証明 り災届出証明 申請の必要
なし

り災を確認できる書類を
準備して申請

対象物や使用
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申 請・問 い 合
わせ先が変わ
ります。
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動 産 や 、農 業 施
設・店舗・事務所
などは含まれま
せん。

住家以外であっ
ても、り災届出証
明は申請及び発
行可能です。

り災届出証明は、「り災場所
（住宅地図など）」「り災状況

の確認できる書類（被災写
真・修繕見積書など）」を準備
して申請していただくように
なります。

り災証明は、市職
員が被害の程度
を調 査し判 定し
たのちに発行い
たします。
ご相談ください。

詳しくは…　☎税務課：８８０－６５５４　危機管理課：８８０－６５７５
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　なんこくファミリーサポートセンターは、子育て中の家庭を支援するため、「手助けをしてほ
しい方」と「お手伝いできる方」が地域において子育ての助け合いをする会員制の有償ボラン
ティア組織です。
　子育てのお手伝いを希望される方（援助会員）はセンターの実施する２日間・合計１２時間
の保育サービス講習会の受講が必要です。

《令和元年度第2回講習会》
◇日時：１１月１４日㈭・１５日㈮  ９:００～１６:３０
◇場所：南国市役所西別棟２階会議室
◇申込締切：１１月９日㈯
◇申込み・問い合わせ：なんこくファミリーサポートセンター　☎ 802-5665
　　　　　　　　　　（月曜日が祝日の場合は翌日も休み）
※参加費無料・託児有

なんこくファミリーサポートセンター
子育て援助会員の募集!!

なんこくファミリーサポートセンター
子育て援助会員の募集!!

なんこくファミリーサポートセンター
子育て援助会員の募集!!

なんこくファミリーサポートセンター
子育て援助会員の募集!!

※２日間連続で受講できない場合は分割受講が可能です。詳しくは問い合わせください。

地元の野菜を使った
バルメニューをつくろう
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　地域の食材を使った簡単な料理を作りながら、交流の輪を
広げるためのイベントです。独身者を対象としておりますが、カッ
プリングなどは行いませんので気軽にご参加ください。食後には交
流を深めていただけるよう、楽しんで参加できるコミュニケーション
術の演習（ロールプレイ）も予定しております。

都合の付く日、都合の付く時間帯に
地域で子育てのお手伝いをしてみませんか？
都合の付く日、都合の付く時間帯に

地域で子育てのお手伝いをしてみませんか？

【対象者】20 歳から 45 歳までの独身の方

【募集】20 名（男性 10 名・女性 10 名）

【日時】11 月 16 日㈯　10 時 30 分受付開始、

11 時開始　14 時 30 分頃終了

【会場】保健福祉センター１階調理室

【講師】南国市食生活改善推進員

【参加費】５００円

【申込締切】令和元年 11 月７日㈭

【問い合わせ・申込み】子育て支援課　　☎ 880-6562　✉ n-kosodate@city.nankoku.lg.jp 
氏名、住所、年齢、性別、連絡先をご連絡ください。
メールの場合は、必ず「料理教室に参加希望」と題名または本文中にお示しください。また、受付完了等メー
ルにてお知らせしますので、上記アドレスからのメールを受信できるように設定願います。

※南国市は、安芸市、香美市、及び香南市の４市共同で少子化対策事業を実施しています。

【メニュー】

　・魚介類の和風アヒージョ
　・地元野菜のシーザーサラダ
　・山芋のふわとろ焼き　ほか

【その他】
食後のひととき「ロールプレイ “ワンランク UP
大人のコミュニケーション術”」

※メニューは変更となる場合があります。
※アルコール類は飲みません。


